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第36次観測隊夏隊行動記
上 田 豊
第36次隊の夏 期行動 では,ド ーム初越冬 の開始,昭 和
基地施設更新作業のお くれ挽 回に加 えて,大 型短波 レー ダ
ーアンテナ(高 さ15m)20基の設置 などの設営作業 を,例
年 の輸送,観 測 を維持 しなが ら成功 させねば ならなかっ
た.そ のため には,第35次 隊 を苦 しめた海氷状 況が大 き
なポ イン トとな った.
12月14日早朝,氷 海 に入 り,翌 日深夜88回のチ ャー ジ
ングで大利根 水道 らしい広い リー ドにでた,ま ずは上々の
すべ り出 しと思 ったのも短い一夜 の夢,翌 朝 は密群氷 にか
こ まれ,1回 のチ ャージ ングで平均10m程 度 しか進め な
くなった.前 途 に不安 を残 しなが らも18日,流 氷域か ら
昭和基地へ 第 ユ便で飛ぶ,そ のあ と同日,「しらせ」 は大
利根水道に入 り,定 着氷縁 に着いた.流 氷域 でのチ ャージ
ングは計632回だ った.
翌 日は降雪でフライ トな し,し か し 「しらせ」は同夜 に
は昭和基地管 理棟が視認で きる ところまで,定 着氷域 をば
く逸 して きていた.12月20E],ドーム越冬隊員9人 と支
援隊員3人 はSl6へ飛 び,約90ト ンの空輸 も24日に終 了,
ドーム ・オペ レーシ ョンは,快 調 な日程でスター トを切 っ
た.
同 日,ク リスマ ス ・イブに 「しらせ」 は,東 京出港か ら
最短 日数で昭和基地 に接 岸 した.定 着氷域でのチ ャー ジン
グは706回だ った.昭 和 基地へ の物資輸送 は,190トンち
か くまではか どった氷 上輸 送分 をふ くめ,1月12日 には
約980トンの予定物資 を運び終えた,基 地での建設 も1439
人工の作業で順調 にはか どり,測 地,生 物,海 洋観測,気
球 回収予 備実験,ま た沿 岸の地質,測 地,生 物,海 洋調
査 もほぼ当初の 日程 どお り運 んだ,
Sl6では,地 獄の ような連 日深夜 までのそ り積み,車 両
整備 を終 えた のが徹夜 あけの12月30日朝,飛 来 した 「し
らせ」のへ り3機 の見送 りを うけ,た だちに雪上車6台,
プル1台,そ り35台で 出発 した.先 行隊 は1月15日,立
派 に形 を整 えた ドーム基地 に到着 し,11月か ら建設 にあ
た って いた35次隊9人 の盛大 な出迎 えをうけた,基 地の
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「ドー ムふ じ観測拠点」1995年1月17日 右:居 住区 左:掘 削場の屋根
主 な建物 は,断 熱パ ネル製 の5棟 か らなる居住 区画 と,深
さ ・幅 と も4m,長 さ22mの雪溝 と2室 か らなる氷 床掘
削場 で,3台 の発電機や 暖房 ・給排 水設 備 をそ なえてい
る,初 越 冬の開始 条件 は十分整 い,1月29日,35次 隊員
と36次支援 隊員は帰途 につ いた.
ドー ム隊 は2月13日Sl6ピ ックア ップ,昭 和 基地 は予
定 どお り2月15日が最終便 とな った,帰 路は 「しらせ」の
チ ャージ ングは定着氷域で490回,流 氷域で は801回をか
ぞ え,流 氷域 離脱 は2月19日 とな った.そ の ため 日程が
やや苦 しくな り,停 船海洋観測の一部 を断念 し,ま た悪天
によって リーセル ラルセ ン山城 の調 査を短縮 した.
この ように して36次隊の夏期行動 は終 った.総 じて 自
然条件 にめ ぐまれ,大 きな課題 はすべて無事 クリアーで き
た.私 は夏オペ最盛期 に60日ちか く 「しらせ」 を離れ,ド
ームオペ支援隊に加わる ことが できた.十 年ほ ど前には夢
の よ うに思 われた計画 も,国 内での様 々な準 備,32次 隊
か ら続 けられた現地行動,そ して今 回の オペ レーシ ョンを
通 して様 々な懸念が解かれて きた.越 冬 条件 が整備 されて
いることを見届 け ドームを離 れるとき,と うとうここまで
こ ぎつけ られたか と思 うと,万感胸 にせ まる ものがあ った,
この ような夏行動がで きたの も,心 よ く私 を送 り出 し夏
オペ を守って くれた召田 ・石沢両観 測副 隊長 と,夏 副隊長
をお願い して期待 どお りの活躍 をみせた川久保隊員,ま た
それぞれの仕事を全 うした36次全隊員のおかげである,ま
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た,36次越 冬隊 と 「しらせ」の方 々か らの36次隊への全
面 的な ご支援 に恵 まれ,感 銘 をうけた.そ して国内で ささ
え て下 さった方 々に も,こ こで厚 く御礼 申 し上げ ます.
(筆者:第36次南極地域観測隊長兼夏隊長,
名古屋大学大気水圏科学研究所教授)
第35次隊の越冬を終えて
横 山 宏太郎
私 たち35次隊越 冬隊40人は1994年2月1日 か らの1年
間昭和基地で越冬 し,観 測 ・設営 ともほぼ予 定通 りの成果
をあ げ,1995年2月1日 に第36次隊 との越冬 交代 を終 え
て3月28日 全 員無事 に帰国 しました.全 隊 員の一致協力
で得 た成果や,そ のための苦労 を全 て伝 えたい ところです
が,こ こで はそのい くつか を紹 介 し,あ とはそれぞれの報
告 に譲 りたい と思い ます.
私 たちはまず 「しらせ」 も接 岸を断念す るほどのかつて
ない ほど厳 しい海氷状況に迎え られま した.し か し逆 に厚
い氷 は海氷上の行動 には有利で,リ ュツ ォ ・ホルム湾沿岸
の調査 を早め に開始で きました.海 氷状況の変化 には注意
を払 って いた ところ,6月6日 にオ ングルカルベ ン西方で
多年 氷の一部流失 を発見 し,「しらせ」 に とっての氷状 は
好転 する見込みが 出て きました,そ の後 も氷状 を調査 し,
MOS-lb画像情報 とあわせ て36次隊 と 「しらせ」 に送 り
航路 決定 に利用 して もらいま した.そ のかい もあって1994
年 は12月24日に 「しらせ」が昭和基 地に接 岸 し,過 去最
も早 い記 録 とな りま した,
越冬中 は野外活動 が活発 に行 われ,合 計約3700人目(う
ち宿泊 をともな うもの約2700人目)に ものぼ りま した.毎
日約10人 が野外 に出てい たこ とにな ります.こ れ に付随
す る作業 も含め て大変 な作業量で したが全員の協 力でほぼ
計画通 りの活動がで きま した.
野外活動 で もっと も大規模だったのは内陸 オペ レー ショ
ンで した.35次は気水圏部 門の 「氷床 ドーム深層掘削観測
計画」 の第3年 次 にあた り,昭 和基地 か ら1000㎞内陸の
ドームFま で大量の物資輸送 を行 うとともに ドームF観 測
拠点(ド ーム基地〉 を完成 して,36次か らの ドーム越冬 に
備 える計画 で した.こ れは大規模 なだけで な く,そ の成否
が今後に及ぼす影響 が大 きくぜ ひ とも成功 させ たい計画で
したので,事 前の準備 や昭和 での観測 ・作業の バ ックアッ
プ,旅 行隊への参加 と隊 をあげての支援 で臨むことにな り
ま した.内 陸旅行は春,夏 と2回 の計画で したが,秋 旅行
も必要 とな りました(極 地研 ニュース120).秋,春の中継
拠点旅行 隊は悪天候 に悩 ま されなが ら もレー ダー とGPS
を駆使 して進 み,中 継拠点で は連 日一60°C以下 の低温 に
遭遇 しましたが物 資デ ポ を完 了 して昭和基地 に戻 りま し
た.秋,春 の旅 行 中の最 低気 温 は それ ぞれ 一67°C,-
65℃とい う記録 的な もので した.
夏の ドームF旅 行は期 間4ヵ 月,総 勢17人が参加 し,先
発,後 発,み ず ほ支援 な ど複雑 な構成で したが詳細は略 し
ます.往 路の先発隊 は10月11日に出発 し,ド ームFで 建
設 にあ たった9人 の隊員 が しらせ に戻 ったのは2月13日
で した.ド ームFへ は建設資 材52ト ン,燃 料等の ドラム
302本を輸送 しました.基 地 の建設 は11月下旬に始 まりま
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中旬には基地の建物全部 と設備のほとんどを完成して36
次隊を迎 えることがで きました.そ の後共同で作業を進
め,準 備が整って2月1日 から9人の36次隊により越冬
が開始されました.こ れか ら始まる掘削の成果が期待 され
ます.
地学部門では古地磁気学用の岩石サンプルを採取するた
め,や まと山脈の調査を計画 しました.これは従来の雪上
車で長期間をかけて行っていた調査に替えて,航 空機で人
員 ・物資を輸送して短期間で行う新 しい試みでした.2回
の偵察の後裸氷帯 に滑走路を設定 し,セスナ ・ピラタスの
2機,各6便 で物資の輸送を終え,12月11日に4人 の隊
員を送り2週間の調査の後無事撤収 しました.片道300㎞
を超える長距離の飛行でいろいろ難 しい点もあ りました
が,関 係者の努力で成功することができました,
生物 ・医学部門では海氷圏の生物調査として昭和基地付
識 ㌫;ニル騙 朧 寳 」こ警 輸ξ●
ランクトンなどの生産量が季節によって変化する様子が分
か ります.ま た北の浦で5回 の潜水調査も実施しました.
このほか,新規に搬入,設 置した観測機器はいずれも良
好に作動し,期待された成果を上げることができました,
気象部門では今年 も過去最大規模のオゾンホールの出現が
観測されました,気水圏部門の大気微量成分の観測,宙 空
部門のオーロラの映像の通年撮影,地 球物理部門の兵庫県
南部地震による地球の振動の記録など,今後の解析を期待
しています.
昭和基地の中心 となる管理棟は34次から使用が始まっ
ていました(極地研ニュース120)が,35次ではさらに通
信室と医務室の機器設備 を整え,全面的に使用を開始しま
した.ま た高床式通路棟が第10居住棟前まで建設 された
ため,い っそう快適にな りました.しかし基地 とその快適
な生活を維持するための作業量は増えてきています.共 用
部分の清掃など毎 日交代で行 う日常の作業も人数の少ない
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ときにはか な りの負担です.今 は基地整備 計画の途 中であ
り新 旧の建物が接近 しているためか雪の吹 き溜 ま りが大 き
く発達 し,こ の除雪 も大変 な労力で した.そ の ような中で
電気 ・水 ・暖房 ・食事 に不 自由す ることな く,車 両や飛行
機が順調 に稼働 し,通 信が確保 され,大 きな病気 もなく一・
年間 を過 ごす ことがで きました,こ れは当た り前の ようで
すが担 当各隊員の.並々 な らぬ努力の結果 と思 います,ま た
越冬 生活 を楽 しくす るため に皆が豊かな才能や意外 な特技
を十 分に発揮 し協力 して くれ ました.越 冬生活 を振 り返 っ
て隊 員の努 力 に敬 意を表す る とともに,そ れを支 えて ドさ
った ご家族 や ご支援い ただいた関係の皆様方 に感謝 してこ
の稿 を終 わ りたい と思 い ます.
〔筆者:第35次南極地域観測越冬隊長,
農林水産省北陸農業試験場気象資源研究室)
名誉教授称号授与式
平 成7年3月27日,所 長室 で星合孝男前所長 に,1F成
6年12月1日 付 けを もっ て国立 極地研 究所名誉教授の弥
刀一が授与 され た.
これによ り,本 研究所の名誉教授は6名 となった,
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平成7年度総合研究大学院大学数物科学研究科
極域科学専攻入学者
誹
平成7年2月22日(水)開 催の総合研究大学院大学数
物科学研究科教授会において次の5名 の合格が承認され,
全員が入学 した.
平成7年3月31日 付 け人事異動
退 職
竹 内 貞 男(事 業部観測協力室長)
平成7年4月1日 付 け人事異 動
転 入
永年勤続者表彰式
平成7年3月29日,永 年勤続者表彰式が所長室で実施
され,事業部観測協力室長の竹内貞男氏に所長から表彰身犬
と記念品(銀 製花瓶)の 贈呈が行われた,ゴ
恥.
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岡 野 章
鷲 塚
谷 川 成
金 井 政
平 木 ひろ し
黒 沢 健
教授研究系
(東北 大学助教授理学部附属超高層物理
d≠石ヲf先方色設)
講 管理部長
(富山医科薬科 大学総務部長)
美 管遅』剖;食言1幽課壬乏
(神戸大学医学部管理課長)
人 管理部庶務課共同利用係長
(筑波大学研究協力都留学生課留学生交
流係留学生交流主任)
管理部会計課用度第一・係
(東京大学医学部附属病院分院)
二 事業部事業課業務係
(東京大学工学部総務課〉
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江 尻 全 機 教授資料系
小
大
森 ・
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(教授情報科学センター)
藤 夏 雄 教授情報科学センター
(教授研究系)
充 管理部庶務課研究協力係長
(管理部会計課用度第一係長)
久 保 守 管理部会計課用度第一係長
(事業部事業課業務係長)
井 量 基 事業部事業課業務係長
(管理部庶務課研究協力係長)
沢 賢 二 事業部観測協力室設営総括係長
(事業部観測協力室設営第二係長)
昇 任
田 誠 助教授研究系
(助手研究係)
邊 研太郎 助教授研究系
〔助手研究系)
島 秀 康 助教授資料系
〔助手資料系)
野 雅 史 事業部観測協力室長
(事業部観測協力室設営総括係長)
塚 英 明 事業部観測協力室設営第二係長
〔事業部観測協力室設営第二係主任)
田 知 弥 事業部観測協力室設営第二係主任
(事業部事業課業務係)
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雄 情報科学センター長
行 図書室長
男 南極圏環境モニタリング研究センター長
併任解除
江 尻 全 機(情 報科学センター長)
備考 研究主幹,資 料主幹及び図書室長は任期満了
南極地域観測功労者表彰式
平成7年3月29日,南 極地域観測功労者表彰式が所長
室で実施され,第35次越冬隊員の山下孝昭氏に所長から
表彰状の授与 と記念品(時 計)が 贈 られた.
この表彰は,南極地域観測事業に功労のあった極地観測
職員で,設営を担当 した隊員に対 して行 うものである,
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転 出
矢 内 桂 三 岩手大学教授二に学部
(助教授資料系)
青 木 周 司 東北大学助教授理学部付属大気海洋変動
観測研究センター
(助手研究系)
宮 内 盈 義 九州芸術工科大学事務局長
(管理部長)
与那嶺 政 吉 琉球大学附属図書館事務部長
(管理部会計課長)
黒 克 彦 筑波大学研究協力部国際交流課国際学術
係長
(管理部庶務課共同利用係長)
山 田 義 洋 千葉大学庶務部人事課
(管理部会計課用度第一係)
堤
採 用
雅 基 助手研究係
併 任
観測隊だより
1.昭和基地
3月1日 米国査察団6名 の突然の来訪があった.一一行 は
ヘ リコプ ターで基地 に入 り,午 前 中は基地の概要,観 測,
研究の内容,廃棄物の取扱等 について質疑 を交 わ した.午 後
は観測関係 と設営関係の2班 に分かれ基地内 を視察 した.
慌 ただ しい上旬であったが,越 冬体 制は順調 に整 い,生
活,趣 味等 において も,映 画鑑賞や釣 り,ソ フ トボール大
会等野外スポーツ も活 発に行 われた.
また,夕 食後には観測系の隊員に よる仕事の紹介等 の教
養講座等が開かれ,お 互 いの仕事 に対す る理解 を深 めた.
日照時 間が 日毎 に短 くなるにつれ,気 温 も一10°Cを下
回る 日が多 くな り冬 の近づ きを感 じさせ る中A級 ブリザ ー
ドが吹 き荒れ連続3日 間の夜間外出禁止 とな り自然 の厳 し
さを味 わった,
野外活動 では,野 外観測準備のため昭和基地 から トッツ
キ岬 までの ルー ト工 作を実施 した,
4月 に入 り,.ヒ旬は風 の強い 日が続 いた ものの大 きな天
気 の崩れはな く,通 路延長工事等の野外作業 は順調 に経過
した.し か し中旬か ら下旬 にかけては悪天候 の 日が 続 き,
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S16にデポしてある雪上車,橘 の回収に向かった回収隊は
A級ブリザー ドに見舞われ約80時間S16での停滞を余儀な
くされた.悪天候のため設営関係では内陸調査に使用する
大型雪上車の整備の遅れや観測関係では野外行動を伴う観
測活動に影響がでた.
2.ド ームふ じ観測拠点
3月 に入 り太陽高度が一段 と低 くな り日中の気温 も上旬
では 一50°C,中旬で は一60°C台となった.
野外作業では,低温 の中,越 冬用発電機燃料の観積み作業
や野外 デポ地の整理,生 活設備 の整備等が下旬 まで行 われ
た.
屋 内で は,掘 削 タワーの組立,タ ワー起倒用8mビ ット
の手掘作業,コ ン トロール室 の整備,ウ インチ ワイヤーの
巻取 り作業等が行われ,氷 床掘削設備 の設置作業 も順調 に
経過 した.29日 には越冬準備完 了記 念 日とし皆 で祝 った.
諸作業が1段 落 した中,休 日には一60℃の中,ソ フ ト
● ボー・等 を行い極寒での屋外・ボー。を楽しんだ,
4月 に入 り気 温は 一50°Cから一60°C台を経過 していた
が,極 夜が 近づ くにつ れ次第 に低 くな り29日には 日本南
極観 測史上初 の 一71,6°Cを記録 した.
太陽は,26日の 日の出 を最後に,8月 末 までの約4ヶ 月
間にわた る太陽がでない極夜 にはい った.当 日は,雪 上に
紅 白の幕 を張 り巡 ら した会場 を設け,盛 大に太陽を送る会
を開 き越冬 の無事 と掘削 の成功 を祈 願 した.
氷床深層掘 削設備 は,最 終調整 に入 り念入 りな点検が行
われ てい る.
希薄な酸素 と極低温下 での生活 にも慣 れ,低 温,高 度障
害 もな く,休 日には屋外 で野球,ラ グビー等 を行い全員健
康で高所基地 での越冬 を楽 しんでいる.
第35次越冬隊員 ・第36次夏隊員帰国
第35次越冬隊員(横 山宏太郎隊長以下40名)及び第36次
夏隊員(上 田 豊隊長以下16名)は3月28日(火)任務
を終え,全 員無事成田国際空港に帰国 した,
空港には,家族 ・関係者多数が出迎え,久 しぶ りの再開
に喜びの輪ができた.
なお,観 測船 「しらせ」は4月13日(木)早 朝に東京
港晴海埠頭に帰港した.
第37次南極地域観測隊冬期総合訓練
第37次南極地域観測隊の冬期総合訓練は,藤 井理行第
37次南極地域観測隊長以下隊員候補者及び事務局など約
60名が参加 し,3月13日(月)～17日(金〉までの5日
間にわたり,長野県乗鞍岳付近において実施 された.
訓練地は鈴蘭小屋周辺で,南極行動中の安全と緊急時に
対処するため,ロ ス トポジションは鈴蘭小屋周辺で,南 極
行動中の安全 と緊急時に対処するために,ロス トポジショ
ンへの対応,ビ バーグ訓練,応 急措置に重点を置き,初期
の目的を達成することができた.
レ来訪者 く
1995年3月14日中16日 王 良(Prof.　WANG,　Liang-
wei)　(中国科学 院蘭州氷河凍土研 究所教授)
3月15日 ～3月17日　 Ms.　MACLENNAN,　C.　(ATT
ベ ル研究所研究 員)
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平均 気 温(Mean　temp.)　(°C)
最 高 気 温(Max.temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure.
　 sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧　(Mean　vapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度　(Mean　re|ative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.
　 wind　speed,　10・min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　doud　cover)　(1/10)
快 晴 日数　(Number　of　clear　days)
昭和基地
(Syowa'89532)
3月(Mar.)4月(Apr,)
-8 .9-8.9
-0 .3(9日)-2.8(3日)
-23 .5(13日)-21.9(9日)
985.5983.4
2.4
72
7,6
36.1(9E1,NE)
45.7(9日,NE)
6.2
5
2,5
74
ドームふ じ観測拠点
3月(Mar,)4月(Apr,)
-55.3-58.6
-37.4(9日)-36.9(20日 〉
-67.7(12日)-71.6(29日)
600.1596.6
10.05.36、9
29.1(15日,ENE)9.1(21日,WSW)12.0(19日.WSW)
36.0(15日,ENE)
7.6
3
9,7(13日,S)
2.8
15
13.0(19日,WSW)
4.5
10
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【極地豆事典】
大 気 光　(Airglow)
極光(オ ー ロラ)は 最 も華麗 な天空現 象 として古 く
か ら知 られ,現 在で は地球 磁気 圏 を超 高層大 気に映 し
出 すス ク リー ンと して研 究が進 め られ ている,こ れ に
対 して.極 光 と同様 に超 高層 大気の発 光現 象である大
気光 は強度 が微 弱で 肉眼 でみ る ことが で きないため に
あ ま り知 られてい ない,人 工 雑光か ら離 れた山中や海
上 で,月 の 無い夜で もかすか に肉眼 に感 じられ る星明
りとよばれる 自然の 明る さが あ るが この約7割 以上は
大 気光で あ り,こ の 発光 は極 光 と異 な り汎地球的 な現
象であ る,大 気光 は超高 層大気 を構成 している種 々の
成 分の 間の化学反応 に伴 って発光す る,こ の ような反
応 での剰 余エ ネルギーは反応 系粒子の運動 エ ネルギー
や電子・状態,振 動状態,回 転状 態のエ ネルギー に分配
され,そ の結果原子 ・分・了が 励起 される.夜 間 大気光
㌶:豊響 き ・
?
?
?」
?
?
?
?
?
?
?
?
?
は,昼 間に太 陽紫外線 に よる大気成分の光電 離や光 解
離 によって超 高層大気 に貯 え られたエ ネルギーが夜 間
に光 と して再放 出 され る もの といえ る.大 気光 の スペ
ク トル には発光 原子 ・分子 の種 類,大 気の化 学反応 や
物 理状態,温 度お よび運動 な ど様 々 な情報が 含 まれ て
い る.大 気光 の}三な スペ ク トル成分 には,極 光 に もみ
られる酸素原子の緑線(557.7nm,発光高度95-100km)
と赤線(630.Onm,発光高 度200-300km)に加えてナ
トリウムD線(589.3nm,発光高度90-95km)やOH
分子の振動回転1}}(0.55-4.4岬,発光高聞 一90㎞)
な どがあ る,写 真は酸 素原子緑線 大気光 にみ られ る大
気重力波 による波状構造 を超高感 度全天 カ メラで と ら
えた もので あ り,現 在で はこの ように新 しい技術 を用
いた大気光 の リモー トセ ンシ ングに よって 中間圏か ら
熱圏 にわ たる超11∴'1層大気の 未知 の現 象 を イメー ジと し
て とらえるこ とが可能 にな りつつある,極 地の大 気光 ≧
はい ままで極光 の陰に隠 されて きた感 があ るが,今 後
は極地の超高層 大気 を探 る有力 なf段 とな るこ とが期
待 されている.
,瞭 ≧;・
良 、
ハワイ ・八 レアカラ山頂で撮影された酸素原子5577nm大 気光の全天画 像 直交する波 動構造がみ られる
(ユタ州 立大学　 M.　Taylo「博士撮 影)
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